
















SA'l 72 無職(元呉服関係 1-6 :京都市東山区(八坂神社の近く) 6-40: 下京区(鉾町)
専門職) 40・71 :中京区(鉾町) 71・:右京区
SC 65 自営業 0・:京都市中京区
YA・2 21 営業職(織物関係)0・:京都市中京区
YC 21 学生 0-:京都市中京区
YF 25 学生 か18 :新潟県南蒲原郡 18・23 :富山県富山市 23・:大阪府池田市
門 SA は修業時代から職業生活をずっと室町筋で送った。また、 YA とは右京区に引っ越すまで同居して
いた。










43 分 SA が質問、 SC が答える
32 分 間量の発話
51 分 YF が質問、 SA が答える
43 分 間量の発話
44 分 YF が質問、 YA が答える
2. 結果および考察
2. 1. 自称詞
2. 1. 1. 結果









老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
.22 

















*1 r 自称、詞j の語を一人称代名詞を含めた「話し手が自分自身に言及することばのすべてを包括する概
念J (鈴木 1973) として使用する。
*2 接尾語ラが付加されたワタシラ・ボクラ・ワシラ・オレラ含む。これらの形は単数扱いと解釈できる
場合もある。(発話例[1]参照)






以下の短いポーズ、 r0 J は末尾の下降調イントネーション、↑は上昇調イントネー














(b) SA と YA とも《対調》がー番フォーマノレな場面と位置づけられており、初対面・調
査する側・大学関係者・標準語使用者という YF の属性がその位置づけの契機にな
っていると思われる。また、フォーマル場面で SA はワ夕、ン、 YA はボクを使用する
という使用語葉の違いは話者自身の属性(年齢や社会経験)によると思われる。
2.2. 対称詞














アンタ・2 35 9 2 
オマエ・3 2 16 16 




(2) YA は《対老》でオジーチャン 1 例、《対若》でオマエを使用し《対調》では対称詞
の使用は全くみられない。
(3) なお、 SA は対称代名調に関投助調的な機能を持たせて使用している場合が多い。
なお、ここで間投助詞的な機能とはおおむね「文中の切れ目に挿入して、聞き手の
在意を促す働き J (益岡・団窪 1992:53) を指す。そのような発話例が《対老》でア
ンタを用いて多数認められる( [2) 参照) 0 ((対調》におけるアンタの 2 例も間投助
調的に使われている( [3) 参照) 0 ((対若》ではアンタの形式による間投助調的用法























~ 2. 1.2. とあわせて考えると《老一若》の親族同士の場面では祖父は目下の親族であ











形式 指示対象 対老 対若対調
オジーチャン YA の祖父=SA X X X 
オパーチャン YA の祖母=SA の妻 ー 2 
オトーサン YA の父親=SA の息子 ー l 
オヤッサン ー 1 
オヤジ
オカーハン YA の母親 ー 一 一 2 
オカン ーー

















キ 1 オヤジサン l 伊j含む
イモート



























老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
ンデ 9 
(8/1) 
カラ 4 9 18 I 26 23 
(4/0) (9/0) (15/3) (11/0) (26/0) (8/15) 
シ'1 3 
(1/0) (3/0) 
サカイ 7 2 
(7/0) (2/0) (1/0) (1/0) 
サケ(ー) 7 6勺 2 
(7/0) (6/0) (1/1) 







ダカラ 2 17 


















《対調)) > ((対若)) > ((対老》となる。サカイは逆に《対老)) > ((対若)) > ((対調》
となる。なお、ンデに関して言うと、 SA は [5) のように《対調》で使用した例が












と《対老)) > ((対調)) > ((対若》となっており、シは《対若》でわずかに使用され
ている。《対調》では、 23 例のカラで終わる発話のうち 14 例が中途終了発話となっ
ている。なお、《対若》では 11 例中 4 例、《対老》では 26 例中 16 例が中途終了発
話であった。 [6) は丁寧体と共起し、かっ中途終了発話となっている例である。
[6) 
319YF:は一-0 ~、やでも、混んでますよ↑、休みの日とか一、 (YA: は)河原町とかすーごい
人。
→320YA:あれたまにね、ここ京都かなと思うぐらい人いることありますからね↑ 〔若ー調〕
ンデは発話例 [7) の 1 例以外は、直前の述部に丁寧形式が共起していない ([8) )。








103YF: あー。何人かで連れだって行って、わざと 後ろから (YA: そー)おーいとか言
って{笑い}




















(2) SA、 YA とも《対調》でのみ丁寧形式と共起している。カラ、サカイで共起した率
が高い。






















(e) SA、 YA がわずかに使用しているシは、遠藤 (1982) で京都市を中心にして「雨が
2.5. 
2.5. 1. 






〔表 8 逆接接続助詞〕 下段は(普通体形+接続助詞/丁寧体形+接続助言可)とする
老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
ケレド 1 
(1/0) (1/0) (0/1) 
ケド 14 1 32 35 31 65 













32 9 5 
本 1 セヤケド・ホヤケドを含む。
キ2 ホダケド
(1) 接続助調に関して見ると、使用語形は SA、 YA ともケド(ケレド)を主に使用し、
特に《対調》場面での使用が顕著に多い。 YA の場合《対調》で使用するケドのう
ち中途終了発話をつくっている例、丁寧体と共起している例はそれぞれ 44 例、 63
例で、あった。いずれの語形も共通語形と同形である。 YA の中途終了発話として現




→310YA:もー賑やか一、です立主ね、一言で。 (YF: はっ↑)人も、町も。 〔京都市:若ー調〕
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333YF: * * はたくさんいますよね↑
→334YA:旦ζ二、{息を吸う}まー住んでる場所のせいか、すごい気軽なんですよ。 (YF: あー)う
ん。 そーゆ一行楽地行くにしても、自転車で、行けるし{笑いながら}、ちょっと頑張らん
んとだめですけどま一。 (YF: {笑い}) 〔若ー調〕
2.5.2. 解釈















ダ・3 ・ φ ・3
対老
表内の数字の上段は出現総数、下段は従属句末出現数/文末出現数とする
老 (SA) 若 (YA)








245 216 155 290 184 60 














3)接続助詞「ナラ J が後続する場合、南 (1974、 1993) A 類従属句内(主に連用形状態副詞約用法)
4)あいづち(反復系・ソ一系等)、聞き返し
5)間投助言可の前の名詞(句)
〔表 11 マスη〕 表内の数字の上段は出現総数、下段は節末出現数/文末出現数とする
老 (SA) 若 (YA)












303 195 71 






















個人差が見受けられた。表 10、表 11 には示せなかったが、例えば動調否定形の場
合、老年層の SA は~マセンを若干使用しているが、若年層の YA はマセン自体の
使用が認められなかった。
以下に存在を表わすアノレの否定形 [14) 、形容詞ナイ [15) [1 6) 、否定形過去 [17)
[18) 、動詞に後接する否定辞ナイ [19) [20) [21) 、ジャナイカ [22) 、カモシレナ




































486SA:前略いまみな、郊外に出てはるからね↑、 (YF: はいはい)山科の方とかねじ (YF: え
• 一え-)いっぱい行かんならんですわ。(老ー調〕
(1) 集計結果を見ると SA も YA も《対調》場面でのみデス・マスを用いていることが
わかる。






















老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
デショ(ー)γ1 24 2 
マスヤロ↑勺 5 
ヤロ(ー)↑句 23 25 21 2 
*1 動詞述語と形容詞述語、名詞述語推量形のうち確認要求用法の合計で〔表 10) でデスの欄に示した数
の一部である。
*2 動詞述語推量形の確認要求用法で、〔表 11) マスの欄の集計数の一部である。マッシヤロ↑も含む。
発話例を (25) に示す。









ヤロ(ー)勺 5 7 32 2 
対調
2 




















(a) SA が場面に応じて形式を切換えているのに対し、 YA は確認要求用法自体を祖父 SA
や調査者 YF を相手に使用していない。 YA にとっては SA も YF も年長者であるこ










〔表 14 素材待遇語ホ1 J 表内の数字は上段に出現総数、下段に話し相手待遇/第三者待遇とする
老 (SA) 若 (YA)









ハノレ(方言形) 1 20 19 2 
0/1 0/20 2/17 0/2 
φ4 73 35 35 61 57 24 
58/15 26/9 0/35 12/49 1/56 0/24 
ヨル・オル・トル 11 13 1 15 3 
(方言形)*5 0/11 0/13 0/1 3112 0/3 
本 l 主文末、南 (1974) の分類による A類以外の従属句内の動詞述語で、対応する主語が一人称のものを
除く。左列ゅより上の行には上位待遇とされる表現形式を挙げた。
*2 話し手を主語として謙譲語が 3 例現れた。
ー 14 回
京都市方言話者のスタイル切換え







(2) YA は《対老》でハルを 2 例使用している以外、どの場面でも尊敬語を使用してい
ない。
(3) ヨル・オル・トルの《対調》場面での使用は YA は全く無く、 SA は 1 例のみである。
使用される場合第三者待遇での使用に傾いている。
2.8.2. 解釈







もに示すと〔図 1 )のようになる。 SA は最初、共通語形ラレルを使っていたが、
発話番号 135 以降方言形ハルに切換えている。ハルに切換えた笛所の発話例 (26)
(発話番号 135) と、ラレルを用いた例 (27) (発話番号 57) を示す。
〔図 1) 凡例 0: ラレル 女:ハル
時間軸 ……一一一一一一一一》
発話番号 46 57 77 79 107 125 135 139 197 
使用形式 0 …… 0 ・….0 ・・・・ 0 ・… O …..0 ・・・・* ・・・・ 女 …… 女




発話番号 207 215 221 229 378 404 428 486 521 573 
使用形式 女……女……女…・・女…・・女……女......女……女・・女/0 ……女
言及対象 室町の商鉾町の呉室町の呉呉服屋の YF 子どもを京都の親友禅職 京都の初桓武































ネ(一) 2 1 ・ III ・2 1 5 74・3
ナ(一) 13 33 1 44 12 
サ(一) 3 ・・ 2 
*1 次の形式に後続するものを関投助詞と認定した。(松丸・辻 2002 による)
接続助詞・接続調・副詞・高IJ助詞(は・も)・格助詞・テ形・名詞( rダJ rヤJ を補うと意味が変わる
もの)
勺丁寧形式が付加されたデスケドネ 4 例、デスカラネ 1 例、マスケドネ 4 例、マシテネ l 例、マセンケ
ドネ 1 例含む。
勺丁寧形式が付加されたデスケドネ(ー) 9 例、マスケドネ 1 例、デスカラネ 3 例、マスカラネ 2 例、
マシタカラネ l 例、デスシネ 1 例、マスンデネ 1 例、マシテネ 1 例含む。
(1) SA、 YA とも《対調》場面では圧倒的にネ(ー)の使用が多い。は丁寧形式と共起
することもある。 YA は丁寧体形に接続助詞を伴う形でネを多用している。《対調》
では他の場面と比べ間投助調自体の使用も多い。
(2) ネ(ー)に近い機能を持っと思われる方言形ナ(ー)は SA、 YA とも《対若》で《対
老》より多く使用されている。






























会話の先取り等切 ー 215 




*2 ハイ・ハーハイ・ハハイ・ハイハイ キ3 ハー・ハ一一・ハーハーハー
ホ4 エー・エッ・エーエー・エーエーエー 巧 ソー・ソーヤ・ソヤソヤ・ソラーソーヤ




*11 アー ソーカ 5 例、アーアーソーカ 2 例、アー ソーナン I 例含む
*12 ナン l 例含む
*13 ハイ、ソーデス 1 例含む
ホ 14 エーエー ソーソーソー1 例含む
*15 ア一、ソーデスカ 2 例含む
*16 ア、ソーナンヤ 1 例、アッソー1 例含む
*17 ソー、コノジキニデスネ 1 例含む
キ 18 アッ、ソーデショーネ 1 例、アー
*19 オージデス 1 例含む












































2 2 3 
3 
辻加代子
で f共同発話J すなわち f2 人以上の参加者によって作り上げられる名調句や節、単文、複文J に近













(2) 方言形であるへ一系・ナー系は SA だけが使用する。 YA は標準語形を連続的に切換
えている。





















老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
動調促音便形拳1 2(8.3) 30(48.4) 13(50) 13(92.9) 
動詞ウ音便形 22(91.7) 20(100) 44(100) 32(51.6) 13(50) 1(7.1) 
イ形容詞非音便形勺 3(60) 
上記イ形容調ウ音便形 9(100) 3(100) 1(100) 2(40) 立盟盟
副詞:ヨク - - ・ ・ 1(100) 1(50) 










































カテゴリカル 丁寧形式~2. 6 
連続的 音便形 YA ~ 2.11 
行わない 音便形 SA ~ 2.11 
言語項目の使用自行う カテゴリカル 自称詞 SA ~ 2.1 ・親族名称~ 2.3 ・素材待
体が任意的 遇語~2. 8 ・あいづち~2.10 
連続的 自称調 YA ~ 2.1 ・対称調 SA ~ 2. 2 ・逆接接
続助調 SA ~ 2.5 .逆接接続助詞 YA ~ 2.5時
行わない 原因理由接続詞 YA ~ 2. 4※*2 
当該の言語項目の使用自体を回避する 対称調 YA ~ 2.2 ・逆接接続調~ 2. 5 ・確認




































遠藤那基 (1982) W講座方言学 7 近畿地方の方言~ 87-112 国書刊行会
窪田富男 (1992) W 日本語教育指導参考書 18 敬語教育の基本問題(下u 国立国語研究所




その運用 J W 日本語科学 5~ 国立国語研究所
野田尚史 (1998) r Wていねいさ』からみた文章・談話の構造J W国語学~ 194、左 1・14
益岡隆志・田窪行則 (1992) W基礎日本語文法一改訂版一』くろしお出版
松丸真大・辻加代子 (2002) r東京下町方言話者のスタイル切換えJ W阪大社会言語学研究ノ
一ト第 4 号特集スタイノレ切換えは) ~ 33・49
南不二男 (1974) W現代日本語の構造』大修館書店
一一一一 (1993) W現代日本語文法の輪郭』大修館書店
森山卓郎 (1994) r京都市方言の丁寧融合型尊敬正式J W阪大日本語研究~ 6、 93・ 110
-21 -
辻加代子


























































の年にね↑ (SA: うん) うーん、と ゆーこ
とは行事一、ちゅーてま一、役がきて、




















































332YA: 克 (SA: はー) 夏場b
333SA: 夏場がオフか。
334YA: 夏場もーだってほとんど営業出るこ




(SA: は一一) 冬は種まき、とれ (SA:
























349SA: なんかそーゅー、参考になる、 (YA: そー)
古代衣装とかそーゅーもの**。







355SA: んで図案も こーてんのやろ? よそから
持ってきおるやろ。 (YA: あ一、もー) それ
はかわへんの↑
356YA: 買オア\ん。 (SA: ふーん) 織り場に任して























つぐらい (SA: (笑し、}) 描いて、自分で。
(SA: あそ}なん) あのー本から引っ










屋でしょー↑。 (YF :はい) ほゃから住ん
ではったわけですわ。 (YF :あー) 従業員は
外から通ってきても、 (YF :はい) そこの
一、家の、お方は、 (YF :はい) 家族全部
そこ住んでて、 (YF :へー) 子供はその
周辺の学校行って、 (YF :はい) と、ゆ











214YF :あっ 童相了って ゆーんですか↑




217SA: 鉾町を。 (YF :はし、) もー維持してはつわ
けです。 (YF :はし、刷、) それが今一、-み
な ピノレになってマンションなったりし
て、 (YF :えー) ほし、でそこのへすんで
はった人もみなま一、郊外へ行ったりね




















らは住まんと、 (YF :はい) よそい、郊外
へ行って、 (YF: はし、) ねー八、そこはも











ってきてますね↑ (YF :はー) で、わたしら
の若いじぶんわ、皆も一、それこそ晩に
でも、まいどおーきにっちゅーてはいっ
てったら、 (YF :はい) ご主人も、も奥さ
んも む中はったわけですわ。 (YF: はい) ほ
んなもん、今は も一、あんた一、錠かけて、
帰ってしまはりますゃん。 (YF:刷、刷、) シ
ャッター 下おりてますゃん。 (YF :おりて








235SA: 呉服屋よーけーありますゃん。 (YF :は川
ま、 詞券会社や針子もあるけど一、期限
も よーけーあるんです。 (YF: はーし、) そ
れも、昔はみな町屋ゃった。



















































鼓やってた** おれらん時から。 (YC: う
ん) あの人は声え一声してるからな

























































492YA: あっ、僕一氏子じゃなくて、 (YF :なん的
僕はねー踊り、手ーと一、嚇し方をやった









498YA: は凡で、 (YF :で) まーそーゆ一、のか
ら、まちっちゃい山、ってゆーかたち













• (YF :はし壮い) んーでまーその子
供んときから、 (YF :うん)そーゅーのやっ
て、でいまーその方、その大きくなった
ら、嚇し方一、 (YF: あー) 移っていくと ゆ
ーかたちなんですよ。
501YF :へー じゃ、 (YA: うん) ってことはもー
子供のときは踊って↑
502YA: 踊り子をやって一。
503YF:踊り子をした)0 (YA: はー) あそーかさ





















518YA: あのね一八、笛鐘一太鼓なんです。 (YF : 
は一↑)三種類だけで、
519YF :はいはい。あ、笛鐘太鼓、あーあ一、そ
ーかそーかそーか。
520YA: で、あの↑
521YF :笛はあのー、〈こんちきちんですよねじ
522 YA: こんこんきん〉。でやっぱり一、みんない
っしょの今度はー鐘ーなんですよね↑。すごい祇
園祭の音ゅうーと鐘の音が。
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